
１２月に実施した標題の調査結果をまとめたものです。 

 

 

 

児童の教育に関する保護者の意識調査（集計結果） 



 

 



 

 



 

 

 



 

 



 

 

 

【記述欄より】 

・父母同士の意見交換等はあるが，学校側からも保護者との意見を交換して，当事者への対応等を考えて

もらいたい。 

 

保護者間での情報交流により，学校での出来事等を確認することがある，ということをうかがったこと

があります。学校と家庭間では，細かな情報についても発信したり，場合によっては保護者会を積極的に

開催したりするなど，これまで以上に密接な連携を保つための手段を講じていきます。 

 

・綾里小学校は浸水区域になっているので，災害時の家と学校の意思疎通が一番大切だと思う。 

 

 

津波想定の避難訓練・下校訓練に加え，災害時の児童の引き渡し訓練も計画していきたいです。ま

た，災害時の対応マニュアルの見直しを図りながら，保護者・地域にも周知していくこととします。 

 

・学校のガラスが割られた話を何回か聞くので心配している。 

 

 

生徒指導担当・安全担当が中心となり，校内での安全な過ごし方について，子どもたちに指導してい

ます。まずは落ち着いた学校生活を送れることを徹底させていきます。 

 



【集計結果から】 

 プラス回答が目立ち，概ねよい評価をいただいていると捉えます。ただし，少数であってもマイナス回答

については着目すべきであり，回答者によっては，ほぼマイナス回答の方もあったことを重要視していきた

いです。 

 

・学習に対する意欲面のマイナス回答の割合が多く見られました。学校側としては，研究部を中心として，

授業力向上を課題に掲げながら，学習に意欲的に向き合える環境を整えていきます。また，家庭学習に

おいては，授業と一体化したものを提示し，各ご家庭の理解を図っていくこととします。 

・読書に関しては，図書館教育担当を中心として，児童会活動とも連携を取りながら，更なる読書推進に

取り組んでいきます。 

・「ノーゲームデー」についての家庭への周知が徹底されていない現状から，中学校区で連携を図りなが

ら，一体となった取組を実施していくこととします。その際，家庭への理解を十分に得ながら，協働で取り

組む意識を確認することとします。また，情報教育担当が中心となり，「情報モラル学習」を毎年設定し，

広く家庭や地域にもその取組を発信し，理解していただく場を設けていきます。 

・マイナス回答が見られた「あいさつ」は，校内でも教職員・児童会共に課題と考える項目です。あいさつ

の必要性を児童に理解させながら，今年度同様，児童会が中心となって取リ組み，あいさつの強化を図

っていきます。 

・防災・安全教育に関してはプラス回答のみでした。今年度実施した「１日防災訓練」も貴重な提案とな

りました。今年度の見直しを図り，地域の人材を活用しながら，来年度も実施していくこととします。 

・健康教育・体力向上についてはプラス回答のみでしたが，運動への継続した取組が不十分であったた

め，年間を通して帯で運動に取り組みながら，更なる向上を図っていきます。 

 


